
プログラム説明書

団体名 森の学校

プログラム名 植物から学ぶ「いのちのリレー」 「タネ」の実験教室

概要
植物の種子を題材に、子孫を残すための驚きの仕組みを学びます。実物の種子を使った

楽しい観察と実験を行います。

ねらい

個体としては限りある命が、懸命に工夫を凝らして子孫を残すことで、永く生き続けてゆ

くことを学ぶことを通じて、我々ヒトの「持続性」の問題について考えるきっかけ作りを行

ないます。

対象者 幼稚園児・小学生・中学生 人数 100 名程度まで

実施場所 学校敷地内 実施時間 ２時間が望ましいが、１時間も可

学校の

準備物

筆記用具(生徒児童園児各自)・

ストップウォッチ・踏み台

実施団体

の準備物

観察・実験用の種子

記録用冊子

安全上の

注意事項

屋内実施のため、予想される危険は少ないものと思われますが、風散布種子の飛行実験

を行うために高い場所にあがる必要があります。安全な踏み台の用意、実験時の安全管

理には注意します。その他のリスクの想定・防止については、学校側の担当の先生と事前

に十分な話し合いを持ちます。

雨天時

の対応
屋内実施のため、雨天による影響はないと考えられます。

アピール

ポイント

子供たちは「持続性」といっても、今一つ実感として大切さが理解しにくいようです。とこ

ろがこの「持続性」ほど、子供たちができる限り早い時期から実感を身につけさせる必要

があるものも少ない、と考えます。懸命な工夫で子孫を残す植物の生き方から、ヒトも、

自分だけでなく他者、現在だけでなく未来に「持続」することに「しあわせ」があることを、

一緒に感じたいと思います。

プログラムの進め方

【導入】 「どんぐりはかせ」になろう

◆「どんぐり推理」  

子供たちの大好きな「どんぐり」。一口に「どんぐり」といってもその種類はさまざま で

す。「どんぐり」をじっくり観察することで木の種類を推理する方法を学びます。

◆「どんぐりのひみつ」

「どんぐり」がまるくてかわいいのはなぜだろう？ コロコロ転がるだけで、子供の木は

増えるのかな？クイズを通して、「どんぐり」の木が子孫を増やすなかで、様々なほかの

生き物と関係を持っていることを学びます。

【展開】 「空飛ぶタネ」の実験

◆風に吹かれて運ばれる種子は、親の木から離れて地面に落ちるまでが勝負。チームに分か

れて、一番滞空時間の長い種子を予想します。

◆チーム毎に実際に種子を飛ばしてみます。ストップウォッチで滞空時間をはかり、優勝チー

ムを決定します。

【まとめ】 「永遠に続くいのち」のお話

植物の子孫を残すための懸命な工夫を学びました。個体としてはいつか終わりを迎えてし

まう命は、子孫をあとに残すことで、その「いのち」を永遠に持続させていると考えられま

す。その素晴らしさを、お話から感じてもらいます。


